
�
業
界
が
抱
え
る
問
題
点

Ｉ
Ｔ
人
材
白
書
読
む
を

Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
本
部
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
セ
ン
タ
ー
長
片
岡
晃
氏１２

富
士
通
総
研
経
済
研
究
所
主
任
研
究
員
湯
川
抗

小
さ
く
賭
け
、
素
早
く
学
ぶ

失
敗
許
容
す
る
制
度
構
築
を

３Ｄプリンターの登場によりトラ
イアンドエラーのスピードはアッ
プした（写真はイメージ）　

　
起
業
家
で
、
作
家
で
も
あ

る
ピ
ー
タ
ー
・
シ
ム
ズ
が
２

０
１
１
年
に
出
版
し
た
「
小

さ
く
賭
け
ろ
！
―
世
界
を
変

え
た
人
と
組
織
の
成
功
の
秘

密
」
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
業
界
で
も

話
題
に
な
っ
た
書
籍
で
あ

る
。

　
こ
こ
で
シ
ム
ズ
は
、
仮
に

失
敗
し
た
と
し
て
も
、
小
さ

な
挑
戦
を
続
け
る
こ
と
の
重

要
さ
を
説
き
、
小
さ
な
失
敗

か
ら
す
ば
や
く
学
ぶ
こ
と
の

重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
や

大
企
業
の
あ
り
方
に
も
言
及

し
て
い
る
が
、
大
企
業
に
な

る
ほ
ど
「
大
き
な
賭
け
」
を

行
い
が
ち
で
、
そ
れ
が
間
違

っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

　
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ

ィ
ン
グ
時
代
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ビ
ジ

ネ
ス
は
、
「
小
さ
な
賭
け
」

が
重
要
に
な
る
。
わ
が
国
大

手
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
は
、
そ
も
そ

も
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
活
用
を
積

極
的
に
行
っ
て
こ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ビ
ジ

ネ
ス
自
体
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
小
規
模
で
成
長
性
の

高
い
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
有

効
活
用
す
る
必
要
に
迫
ら
れ

て
い
る
。

　
低
コ
ス
ト
で
の
起
業
が
可

能
に
な
っ
た
こ
と
で
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
に
投
資
を
行
う
、
あ

る
い
は
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
組

む
た
め
の
見
極
め
は
こ
れ
ま

で
よ
り
も
簡
単
に
行
っ
て
よ

い
。

　
こ
れ
は
「
小
さ
な
賭
け
」

を
繰
り
返
す
こ
と
で
あ
る
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
と
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
リ
ス
ク
を
包
含
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
大
企
業
が
い
か
に
自
社
な

り
の
見
極
め
を
行
っ
て
も
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
、
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
の
多
く
は
失
敗
す
る

可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。

新
し
い
時
代
の
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ベ
ン
チ
ャ
リ
ン
グ
は
、
多

く
の
小
さ
な
失
敗
を
許
容
す

る
制
度
を
企
業
内
に
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
失
敗
を

速
や
か
に
実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
生
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
小
さ
な
賭
け
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま

で
行
っ
て
き
た
大
き
な
賭
け

と
同
様
の
シ
ス
テ
ム
で
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
と
関
わ
る
こ
と
を

評
価
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
も
の
づ
く
り
の
世

界
の
変
革
も
「
小
さ
な
賭

け
」
に
近
い
。
例
え
ば
、
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
は
簡
単
に
試

作
品
を
作
れ
、
ト
ラ
イ
ア
ン

ド
エ
ラ
ー
の
ス
ピ
ー
ド
を
上

げ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促

進
す
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
活
用
し
て
試
作
品
を
市
場

に
投
入
し
て
反
応
を
得
な
が

ら
改
善
を
重
ね
る
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
よ
り
も
は
る
か
に

容
易
に
な
っ
た
。

　
一
般
に
大
企
業
は
完
成
度

を
重
視
し
て
、
新
た
な
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
市
場
投
入
す

る
こ
と
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る

傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
プ

ロ
ダ
ク
ト
が
完
成
し
て
い
る

の
に
、
そ
れ
を
発
信
し
な
い

方
が
高
リ
ス
ク
だ
。
ベ
ン
チ

ャ
ー
を
活
用
し
て
、
こ
の
よ

う
な
試
行
錯
誤
を
行
う
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
変
化
は
よ

り
迅
速
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
企
業
に
迫
る
。
そ
し
て
、

容
易
に
な
っ
た
起
業
は
、
今

後
新
た
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
次

々
と
生
み
出
す
だ
ろ
う
。
わ

が
国
大
手
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
は
、

こ
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ベ
ン
チ

ャ
リ
ン
グ
を
重
要
な
企
業
戦

略
と
捉
え
、
数
多
く
の
小
さ

な
賭
け
を
行
う
こ
と
で
成
長

す
る
方
法
論
を
早
急
に
構
築

す
る
べ
き
で
あ
る
。お

わ
り

　
大
真
空
は
業
界
最
小
級
と
な
る
「
１
６
１
２
」

約

１
・
６

×
約
１
・
２

サ
イ
ズ
の
温
度
セ
ン
サ

ー
内
蔵
水
晶
振
動
子
を
完
成
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

携
帯
型
情
報
端
末

を
は
じ
め

と
す
る
モ
バ
イ
ル
機
器
用
部
品
の
小
型
化
需
要
に
対
応

す
る
。
通
信
チ
ッ
プ
で
高
い
シ
ェ
ア
を
持
つ
米
ク
ア
ル

コ
ム
に
、
次
世
代
チ
ッ
プ
セ
ッ
ト
の
推
奨
部
品
リ
ス
ト

に
採
用
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
を
進
め
る
。
２
０
１
５

年
１
月
に
も
月
１
０
０
万
個
体
制
で
量
産
に
移
行
す
る

考
え
。

経
営
判
断
の
時

　
Ｉ
Ｔ
企
業

が
向
き
合
う

の
は
「
コ
ス

ト
を
切
り
つ

め
な
が
ら
そ

こ
そ
こ
に
や

っ
て
い
け
る
」
と
い
う
現

状
。
そ
の
結
果
と
し
て

ゆ
で
カ
エ
ル
の
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
う
懸
念
が
あ

る
。
Ｉ
Ｔ
人
材
白
書
で
は

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
次
代
を
担
う
人
材
を

育
て
る
た
め
に
「
会
社
と

し
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
明
確
に
す
べ
き
だ
」
と

提
言
す
る
。
変
革
に
向
け

て
こ
の
１
、
２
年
が
経
営

判
断
の
時
と
い
え
よ
う
。

　

お
わ
り
、
編
集
委
員

・
斎
藤
実
、
松
沢
紗
枝
が

担
当
し
ま
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
を

新藤さん

大
真
空
が
小
型
化
モ
バ
イ
ル
機
器
向
け
温
度
セ
ン
サ
ー
内
蔵
水
晶
振
動
子

発
電
機
製
造
の
専
用
施
設
高
度
技
術
を
導
入
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
Ｇ
Ｅ

栄
え
あ
る
表
彰
製
品

日
置
電
機

国
土
交
通
大
臣
賞

クランプオンパワーロガーＰＷ３３６５―
　
Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｋ
Ｉ

日
置
電
機

の
「
ク
ラ
ン

プ
オ
ン
パ
ワ
ー
ロ
ガ
ー
Ｐ
Ｗ
３
３
６
５
―

」
は
被
覆
電
線
の
上
か
ら
電
圧
・
電
流
・

電
力
を
測
定
で
き
る
ク
ラ
ン
プ
電
力
計
。
電

流
は
ク
ラ
ン
プ
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
被
覆
電
線

の
上
か
ら
測
定
で
き
た
が
、
電
圧
は
ブ
レ
ー

カ
ー
の
端
子
な
ど
金
属
部
に
接
続
し
て
測
定

す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
新
開
発
し
た

電
圧
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
被
覆
電
線
を
挟
む
だ

け
で
電
圧
を
測
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
こ
の
測
定
技
術
に
よ
り
短
絡
事
故
・
感

電
事
故
を
回
避
す
る
安
全
な
測
定
と
利
便
性

を
実
現
。
多
く
の
企
業
で
省
エ
ネ
活
動
が
進

む
中
、
電
力
測
定
を
安
全
に
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

戸
上
電
機
製
作
所

経
済
産
業
大
臣
賞

ＰＶ緊急切離装置
　
「
Ｐ
Ｖ
緊
急
切
離
装
置
」
は
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
直
流
電
力
経
路
で
発
生
す
る
ア

ー
ク
フ
ォ
ル
ト

ア
ー
ク
放
電

を
検
知

し
、
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
切
り
離
す
こ

と
で
高
温
の
ア
ー
ク
熱
に
よ
る
焼
損
事
故
や

火
災
の
リ
ス
ク
を
低
減
で
き
る
。

　
特
徴
は
ア
ー
ク
フ
ォ
ル
ト
検
出
機
能
付
き

開
閉
器
を
内
蔵
し
、
初
期
施
工
不
良
や
経
年

劣
化
な
ど
で
生
じ
た
配
線
接
続
部
の
緩
み
、

ケ
ー
ブ
ル
断
線
で
発
生
す
る
ア
ー
ク
フ
ォ
ル

ト
を
検
知
し
て
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
切

り
離
す
。
さ
ら
に
、
内
蔵
さ
れ
た
セ
ン
サ
ー

で
地
震
を
感
知
し
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
を

切
り
離
す
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
地
震
に
よ

る
直
流
電
力
経
路
損
傷
で
の
火
災
・
感
電
の

二
次
災
害
リ
ス
ク
も
低
減
で
き
る
。ＪＥＣＡＦＡＩＲ２０１４製品コンクール

大
阪
府
知
事
賞

スマートコスモ
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
　
エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
　
エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社
の
「
ス

マ
ー
ト
コ
ス
モ
」
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
対
応

の
新
時
代
の
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
対
応
住
宅
分
電
盤
で
あ
る
。

　
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
中
核
機
器
で
あ
る
「
Ａ
ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｇ
」
と
の

通
信
に
必
要
な
無
線
ア
ダ
プ
タ
ー
を
搭
載
し
、
太
陽
光
や

エ
コ
キ
ュ
ー
ト
、
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
と
い
っ
た
機
器
と
の
接

続
な
ど
機
能
拡
張
が
容
易
に
行
え
る
。

　
ま
た
、
新
開
発
の
分
岐
電
流
セ
ン
サ
ー
の
搭
載
に
よ
り

最
大

回
路
の
計
測
が
可
能
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
配
電
パ
タ

ー
ン
へ
の
対
応
を
実
現
す
る
ほ
か
、
変
流
器

Ｃ
Ｔ

が

不
要
に
な
る
た
め
配
電
施
工
性
を
大
幅
に
向
上
し
た
。

リチウムイオン電池式停電補償装置
日
本
電
設
工
業
協
会
奨
励
賞

ニ
チ
コ
ン

　
ニ
チ
コ
ン
の
「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
式
停
電
補
償

装
置
」
は
常
時
商
用
給
電
に
よ
っ
て
効
率

―

％
を

実
現
し
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減
に
貢
献
す
る
。

さ
ら
に
、
消
費
電
力
は
汎
用
品
の
無
停
電
電
源
装
置

Ｕ
Ｐ
Ｓ

に
比
べ

―

％
の
低
減
が
可
能
で
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
性
能
も
高
め
た
。

　
長
寿
命
タ
イ
プ
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
搭
載

と
、
そ
の
劣
化
に
配
慮
し
た
制
御
運
転
に
よ
り
、
蓄
電

部
の
期
待
寿
命

年
を
実
現
し
た
。

　
鉛
蓄
電
池
式
Ｕ
Ｐ
Ｓ
と
比
較
し
た
場
合
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
を

年
間
で
約
３
１
０
０
万
円
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

ハーネス型安全帯用巻取り器「ワンハンドリトラ」
労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所
理
事
長
賞

藤
井
電
工

　
安
全
帯
・
墜
落
防
止
用
安
全
器
具
メ
ー
カ
ー
の
藤
井

電
工
は
、
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
や
胴
ベ
ル
ト
型
安
全
帯

用
の
新
型
巻
き
取
り
式
ラ
ン
ヤ
ー
ド
「
ワ
ン
ハ
ン
ド
リ

ト
ラ
」
を
開
発
し
た
。
従
来
品
は
繰
り
出
し
た
ス
ト
ラ

ッ
プ
の
収
納
を
操
作
レ
バ
ー
で
行
っ
て
い
た
が
、
新
型

巻
き
取
り
器
で
は
操
作
レ
バ
ー
を
操
作
す
る
必
要
が
な

く
、
手
元
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
少
し
引
き
出
す
だ
け
で
収

納
で
き
る
。
ス
ト
ラ
ッ
プ
操
作
が
片
手
で
可
能
な
た

め
、
ラ
ン
ヤ
ー
ド
が
背
中
に
連
結
さ
れ
て
い
る
ハ
ー
ネ

ス
型
安
全
帯
に
最
適
。
ま
た
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
長
さ
を
保

持
で
き
る
の
で
、
引
っ
張
ら
れ
感
が
な
く
作
業
効
率
の

向
上
と
安
全
に
貢
献
で
き
る
。

太陽光発電用高効率エアコンレスパワーコンディショナ５００
関
西
電
気
保
安
協
会
理
事
長
賞

ダ
イ
ヘ
ン

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
で
使
用
さ
れ
る
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ナ
ー
は
屋
外
ケ
ー
ス
内
に
設
置
し
エ
ア
コ
ン
で
冷
却

し
て
運
転
さ
れ
る
が
、
パ
ワ
コ
ン
以
外
の
付
帯
設
備
が

必
要
な
上
に
、
エ
ア
コ
ン
の
電
気
代
な
ど

年
間
に
及

ぶ
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
課
題
と
さ
れ
て
き
た
。

　
ダ
イ
ヘ
ン
の
「
エ
ア
コ
ン
レ
ス
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ナ
」
は
屋
外
ケ
ー
ス
や
エ
ア
コ
ン
が
不
要
で
、
初
期

投
資
費
用
を

％
以
上
低
減
す
る
と
と
も
に
、
屋
外
ケ

ー
ス
の
保
守
費
用
や
エ
ア
コ
ン
の
電
気
代
な
ど
も
不
要

に
な
る
。
さ
ら
に
、
最
大
変
換
効
率

・
８
％
を
実
現

す
る
な
ど
、
発
電
事
業
者
の
発
電
量
の
最
大
化
に
貢
献

す
る
。

　　 ２０１４年 平成２６年 ７月４日 金曜日 　　 （ ）

　
◆
大
洋
電
機
製
作
を
買
収

　
日
東
工
業
　
産
業
機
械
の

制
御
シ
ス
テ
ム
や
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
開
発
を
手
が
け
る
大
洋

電
機
製
作
所

名
古
屋
市
中

川
区

を
６
月

日
付
で
完

全
子
会
社
化
し
た
。
取
得
金

額
は
約

億
円
で
、
全
株
式

を
大
洋
電
機
製
作
所
の
鈴
木

太
刀
雄
社
長
か
ら
取
得
し

た
。
買
収
に
よ
り
大
洋
電
機

製
作
所
の
持
つ
制
御
盤
技
術

を
生
か
し
、
新
製
品
開
発
を

強
化
す
る
。

▲業
界
最
小
級
の
水
晶
振

動
子

　
従
来
、
ス
マ
ホ
な
ど
は
通

信
用
の
正
確
な
基
準
信
号
を

得
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
を
内
蔵
す

る
温
度
補
償
型
水
晶
発
振
器

Ｔ
Ｃ
Ｘ
Ｏ

を
搭
載
し
て

い
た
。
し
か
し
最
近
は
、
チ

ッ
プ
セ
ッ
ト
に
温
度
補

償
回
路
が
組
み
込
ま
れ

る
傾
向
の
た
め
、
Ｔ
Ｃ

Ｘ
Ｏ
で
は
機
能
が
過
剰

と
な
っ
て
い
た
。

　
代
わ
っ
て
、
温
度
セ
ン
サ

ー
の
役
割
を
果
た
す
サ
ー
ミ

ス
タ
を
内
蔵
す
る
水
晶
振
動

子
へ
の
ニ
ー
ズ
が
拡
大
。
大

真
空
は
業
界
に
先
が
け
て
、

量
産
品
で
現
在
最
小
の
「
２

０
１
６
」

約
２

×
約
１

・
６

サ
イ
ズ
よ
り
も

小
型
の
部
品
を
早
期
に
投
入

し
、
小
型
薄
型
を
追
求
す
る

ハ
イ
エ
ン
ド
機
種
を
手
始
め

に
シ
ェ
ア
拡
大
を
狙
う
。

　
米
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク

Ｇ
Ｅ

は
ガ
ス
タ

ー
ビ
ン
な
ど
発
電
機
に
対
す

る
高
度
な
製
造
技
術
を
導
入

し
た
施
設
「
ア
ド
バ
ン
ス
ト

・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン

グ
・
ワ
ー
ク
ス
」
を
サ
ウ
ス

・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
に
建
設
す

る
。
す
で
に
着
工
し
て
お

り
、
２
０
１
５
年
に
開
所
す

る
。
施
設
に
は
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
な
ど
高
度
な
製
造
技
術

を
導
入
す
る
予
定
で
、
発
電

機
事
業
に
お
い
て
、
最
先
端

技
術
を
活
用
し
た
製
造
プ
ロ

セ
ス
や
試
作
品
を
生
み
出

す
。

　
Ｇ
Ｅ
は
最
先
端
技
術
の
強

化
に
向
け
、
今
後

年
間
で

４
億

約
４
０
４
億
円

を
投
資
す
る
予
定
。
新
施
設

は
発
電
機
事
業
部
門
の
「
Ｇ

Ｅ
パ
ワ
ー
＆
ウ
ォ
ー
タ
ー
」

の
初
の
専
用
施
設
に
な
る
。

高
度
な
製
造
技
術
を
用
い
、

風
力
発
電
用
タ
ー
ビ
ン
や
大

型
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
、
分
散
電

源
用
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
、
原
子

力
関
連
サ
ー
ビ
ス
、
水
処
理

な
ど
に
活
用
す
る
。

　
ク
ラ
ウ
ド
や
モ
ノ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

Ｉ
ｏ
Ｔ

な

ど
の
普
及
で
Ｉ
Ｔ
の
適
用
領

域
が
拡
大
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ

人
材
の
活
躍
の
場
も
広
が

り
、
自
社
技
術
の
強
み
を
生

か
す
Ｉ
Ｔ
企
業
も
増
え
て
き

た
。
だ
が
、
開
発
現
場
の
多

く
は
従
来
型
の
請
負
仕
事
に

終
始
し
て
い
る
の
が
現
状

だ
。
市
場
環
境
の
変
化
や
産

業
構
造
の
転
換
に
伴
う
ビ
ジ

ネ
ス
シ
フ
ト
は
簡
単
で
は
な

い
。
「
Ｉ
Ｔ
人
材
白
書
」
２

０
１
４
年
版
を
ま
と
め
た
情

報
処
理
推
進
機
構

Ｉ
Ｐ

Ａ

の
片
岡
晃
Ｉ
Ｔ
人
材
育

成
本
部
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人

材
セ
ン
タ
ー
長
に
Ｉ
Ｔ
業
界

が
抱
え
る
問
題
点
な
ど
を
聞

い
た
。

■
□
■
□

　
―
白
書
で
は
Ｉ
Ｔ
企
業

有
効
回
答
７
９
０
社

だ

け
で
な
く
、
ユ
ー
ザ
ー
企
業

同
３
４
８
社

な
ど
も
調

査
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
理
由
は
。

　
「
シ
ス
テ
ム
開
発
は
発
注

者
と
受
注
者
が
い
て
、
受
注

側
の
Ｉ
Ｔ
企
業
だ
け
に
課
題

を
投
げ
か
け
て
も
課
題
は
解

決
で
き
ず
、
ユ
ー
ザ
ー
企
業

も
変
わ
ら
な
い
と
全
体
が
変

わ
ら
な
い
。
下
請
け
へ
の
丸

投
げ
な
ど
、
既
存
の
仕
事
の

や
り
方
の
弊
害
を
問
う
声
も

あ
る
が
、
発
注
者
と
受
注
者

が
持
ち
つ
持
た
れ
つ
で
安
住

し
て
い
る
面
も
あ
る
。
こ
う

し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
ユ
ー

ザ
ー
企
業
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
盛
り
込
ん
だ
」

　
―
従
来
型
か
ら
提
案
型
へ

の
ビ
ジ
ネ
ス
シ
フ
ト
に
つ
い

て
「
必
要
性
を
感
じ
て
い
る

が
実
行
で
き
て
い
な
い
」
と

い
う
回
答
が
多
か
っ
た
背
景

を
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

　
「
Ｉ
Ｔ
・
情
報
サ
ー
ビ
ス

産
業
は
言
語
の
壁
も
あ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
と
い
っ
て

も
家
電
業
界
な
ど
の
よ
う
な

危
機
感
は
な
い
。
内
需
も
金

融
機
関
向
け
大
型
案
件
や
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
の
政
府
・

自
治
体
の
案
件
な
ど
も
動
い

て
お
り
、
大
手
か
ら
下
請
け

ま
で
相
応
に
仕
事
が
回
っ
て

き
て
い
る
。
コ
ス
ト
を
切
り

つ
め
れ
ば
従
来
型
の
受
託
開

発
で
も
細
々
と
食
べ
て
い
け

る
。
こ
う
し
た
状
況
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
シ
フ
ト
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
が
実
行
で

き
な
い

と
い
う
背
景
に
あ

る
」

　
―
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
も
喫

緊
の
課
題
で
す
。

　
「
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

グ
ロ
ー
バ
ル
で
事
業
活
動
す

る
ユ
ー
ザ
ー
企
業
が

％
に

対
し
、
Ｉ
Ｔ
企
業
は

％
以

下
だ
っ
た
。
ユ
ー
ザ
ー
企
業

は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
シ
ス
テ
ム

案
件
は
本
社
で
企
画
・
戦
略

を
立
て
る
が
、
運
用
保
守
は

現
地
の
采
配
に
任
せ
て
い

る
。
つ
ま
り
Ｉ
Ｔ
企
業
か
ら

す
れ
ば
、
海
外
進
出
す
る
企

業
と
い
っ
し
ょ
に
海
外
に
出

な
け
れ
ば
仕
事
の
量
は
目
減

り
す
る
。
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
は

ア
ジ
ア
な
ど
で
現
地
サ
ポ
ー

ト
拠
点
を
整
備
し
つ
つ
あ
る

が
、
中
堅
以
下
は
難
し
い
の

が
現
実
だ
」

　
―
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　
「
従
来
型
の
受
託
仕
事
が

あ
っ
て
も
、
自
社
の
強
み
が

生
か
せ
る
商
品
や
人
材
育
成

に
つ
な
が
る
こ
と
も
や
り
な

が
ら
、
新
し
い
方
向
へ
と
か

じ
を
切
る
べ
き
だ
。
国
内
に

仕
事
が
あ
っ
て
も
、
海
外
に

目
を
向
け
て
業
務
を
一
部
シ

フ
ト
す
る
。
新
し
い
も
の
を

生
み
出
す
企
業
は
女
性
の
活

用
な
ど
ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
ー

多
様
性

も
重
要
だ
。
肝

心
な
の
は
ど
う
い
う
ビ
ジ
ネ

ス
を
や
る
か
を
明
確
に
す
る

こ
と
だ
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

が
明
確
で
な
け
れ
ば
人
材
育

成
に
つ
な
が
ら
な
い
」

変
な
人
募
集

　
▽

変

な
人

の
公

募
を
始
め

る
」
と
宣
言

し
た
の
は
、

総
務
相
の
新
藤
義
孝
さ
ん
。

奇
想
天
外
で
野
心
的
な
技
術

的
課
題
に
挑
戦
す
る
個
人
を

支
援
す
る
と
い
う
、
行
政
と

し
て
は
異
例
の
取
り
組
み

だ
。

　
▽

正
式
な
事
業
名
は

「
異
能
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

イ

ノ
ウ
ベ
ー
シ
ョ
ン

」
。

「
そ
れ
な
り
に
節
度
を
持
っ

た
名
前
が
必
要
だ
っ
た
」
と

苦
笑
す
る
が
、
通
称
は

変

な
人

の
ま
ま
。
趣
旨
も
変

え
て
い
な
い
。

　
▽

こ
の
事
業
は
公
募
前

か
ら
多
く
の
反
響
や
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
と
い
う
。

「
自
分
の
チ
ャ
ン
ス
を
追
求

し
た
い
と
い
う
機
運
が
巻
き

上
が
っ
て
い
る
。
し
っ
か
り

受
け
止
め
て
成
果
を
出
す
」

と
力
を
込
め
る
。


